
【計画】5-4 気候変動による宍道湖･中海の水質等への影響調査

実施体制

国立研究開発法人
港湾空港技術研究所
井上徹教氏

＊外部アドバイザー

• 予測モデル、データセッ
ト作成等へのアドバイス

• 既存情報、文献等の整理

• 予測モデルの試行・精査

• 水質等への影響の予測

• 適応策の検討

• 気候・水質等についての既存
データや資料等の提供

• 予測モデルへのアドバイス等

調査計画

【分野：水環境・水資源、対象地域：島根県、鳥取県】

目的
• 鳥取県西部から島根県東部にわたる国内でも有数の汽水域である宍道湖・中海は、平均水深が４～５ｍ程

度の浅い汽水湖であり、気候変動に伴う水温の上昇などによる影響に脆弱であるとともに、底層の貧酸素
化などの水質の悪化が課題となっている。

• 気候変動による宍道湖・中海の水質への影響を予測（水温、塩分、底層DO※等）するとともに、水質保全等
に対する適応策を検討した。

※底層ＤＯ：湖底層の溶存酸素量。
底層ＤＯの低下による水生生物の生息や汽水域の環境全体への悪影響が問題となっている。

地域適応コンソーシアム
中国四国地域事業

島根県・鳥取県

島根大学 等

（株）地域計画建築研究所

（アルパック）

１年目

２年目

３年目

• 文献調査
• ヒアリング調査

適応策の検討

気候
シナリオ

調査・予測の詳細設計

水質等観測データの
収集

既存予測モデルの宍道
湖における実効検証

既存
データ

既存予測モデル
（伊勢湾シミュレーター）

水質予測のための
データセットの作成

予測モデルの試行
による検証、精査

観測結果
との対比

気候変動に伴う
水質への影響予測

既往研究の調査
結果のとりまとめ


